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１、背景 

 工学部技術部では毎年 7月末の日曜日に、「中学生を対象とした夏休みの自由研究に関する技術相談会」

（以下：技術相談会）と題したイベントを開催している。このイベントはその名前の通り、中学生の夏休

みの宿題である自由研究に対して技術職員が相談に乗り実験などをサポートするというものである。 

これまで技術相談会への参加申込み方法として、参加申込書を郵送・FAXで送る、または e-mailから申

込む方法があったが、WEBを使った申込みシステムは存在していなかった。そこで、今年度の技術相談会

に向けて、WEBから申込みができるシステムを提案・開発したのでここで報告する。 

 

２、これまでの問題点 

これまでにあった申込みにおける問題点がいくつかある。 

・ FAXで送られたものの中には文字が薄かったり、字がつぶれてしまっていたるものがあり連絡先が

分からなくなるケースがあった。 

・ 送られてくるデータが紙ベースのため、手入力による電子データ化の作業があり手間がかる。 

・ 家庭に FAXがないのか保護者の職場から送られてくる場合があり、保護者に手間がかかっている。 

そこで、WEBシステム化することで申込内容・個人情報を手入力なしに容易に電子データとして管理する

ことができ、また、ユーザが手軽に申込みできる環境を構築することでサービス向上が図れることから WEB

申込みシステムの開発を行った。 

 

３、システム概要 

システムには Apache + PHP を採用した。入力の流れとしてウィザード形式（必要な情報を入力し「次へ」

ボタンを押し、順次入力を進めていく対話的方式）を採用した。参加申し込みフォーム１で参加希望イベ

ント・参加可能な時間帯・相談したい実験テーマや内容など、イベントに関する内容について入力をさせ、

フォーム２で住所・氏名・連絡先・学校名など個人情報を入力されるシステムとした。システムの GUIを

図１、図２に示す。また、入力された値をチェックする機能を入れており、入力間違いや悪意ある攻撃の

対策も行っている。参加内容・個人情報を入力後、最終確認のページを表示し間違いがなければ、送信ボ

タンを押してもらう。ボタンを押した際に、 

１、申込者のメールアドレスへ入力情報をメール送信(申込者の忘備録)。 

２、ワーキンググループのメンバーへ入力情報をメール送信(担当者間の情報共有)。 

３、電子データ化し、ファイルに登録（情報管理）。 

が同時に行われ、作業効率が上がるようにした。図３にシステムの流れを示す。 

75



図３、システムの流れ 

    

     図１、入力システムの GUIその１        図２、入力システムの GUIその２ 

 

４、まとめ 

今回、「中学生を対象とした夏休みの自由研究に関す

る技術相談会」に向け WEB申込みシステムの構築し、運

用を開始した。本年度は１年目ということで試行として

位置づけ、郵送・FAXなどの手段も残しつつシステムを

稼働させた。 

申し込み数 105名中 27名(25.7%)の方が本 WEBシステ

ムより申し込みした。今後、システムでの一本化も視野

に入れ、検討していきたい。 
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